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～「統合失調症の病態－認知機能と遺伝子について～ 

 
 
. 

社会的な損失の大きい精神疾患の中でも、統合失調症は患者数も多

く注目されています。しかし脳の高次機能の異常というアプローチが

しにくい疾患であるため、詳しいメカニズムは明らかとなっていませ

ん。今回の秋山先生の講演では、統合失調症の症状、認知機能と原因

遺伝子の関連の解明といった研究を紹介していただきました。 

 統合失調症には、遺伝要因と環境要因が組み合わさることで発症を

引き起こすという仮説があります。遺伝要因を示す例として、統合失

調症患者さんの親の有病率は健常者の親に比べて高いというデータ

があります。秋山先生は現在、1000 名以上の統合失調症患者さんの血

液サンプルを用いてSNPやハプロタイプといった遺伝的要因の解析を

行なっておられます。先生の研究によって統合失調症に関連のある遺

伝子変異が発見されれば発症しやすい患者さんをいち早く発見する

ことができ、オーダーメイド医療への応用も期待されるため非常に有

意義であると感じました。投薬などによって発症を抑えることもでき

るため、日常生活への影響が大きい統合失調症を防ぐこともできま

す。また、認知機能や神経画像などといった中間表現型の研究は、遺

伝子と疾患を結び付けることのできる有効な手段であり、統合失調症

を研究する上で重要であると感じました。 
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統統合合失失調調症症ににつついいててのの話話はは、、今今ままでではは症症状状・・

治治療療ののここととががメメイインンのの話話はは聞聞いいたたここととががああっったた

がが、、本本セセミミナナーーでではは分分子子生生物物学学的的なな話話もも聞聞けけてて、、

勉勉強強ににななっったた。。  

    sscchhiizzoopphhrreenniiaa ににつついいててのの病病態態・・臨臨床床症症状状かからら

遺遺伝伝子子レレベベルルででのの最最先先端端 ddaattee ままでで、、非非常常ににわわかか

りりややすすくくごご教教授授いいたただだけけてて、、大大変変勉勉強強ににななっったた。。

医医学学部部のの学学生生時時代代にに講講義義をを聞聞いいてていいたたもものののの、、一一

層層興興味味深深くく拝拝聴聴ささせせてていいたただだききままししたた。。  

統統合合失失調調症症とといいうう難難ししいい精精神神疾疾患患ににつついいてて、、

環環境境的的なな要要因因だだけけででななくく、、遺遺伝伝的的因因子子ももああるるとといい

ううここととをを学学べべままししたた。。ままたた、、CCTT のの画画像像ななどどかからら実実

際際のの患患者者ささんんのの脳脳のの病病態態をを知知るるここととががでできき、、大大変変

有有意意義義なな時時間間ででししたた。。統統合合失失調調症症のの患患者者ささんんはは決決

ししてて少少ななくくなないいとといいううここととだだっったたののでで、、ここれれららがが

一一日日もも早早くく画画期期的的なな治治療療法法やや予予防防ににつつななががれればば

とと思思いいままししたた。。  


